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1991年に制定された「資源有効利用促進法6」は、製紙原料と
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製紙工場には、洋紙工場 10、

板紙工場、家庭紙工場 11 があ

ります。

製紙工場に搬入された古紙

は、受入検査後古紙保管場所で

一時保管されて、順次パルパー12

という装置に投入されます。

パルパーで古紙は紙繊維にバ

ラバラにされて、スクリーン 13

で異物除去された後、抄紙工

程 14 に送られます。

抄紙工程を経た紙は、巻き取

られたり、一定の大きさに裁断

（平判）されて製品となります。
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　紙・板紙の原料は、木材チップ 15 と古紙です。木材チップはパルプ 16 に加工され、古紙・

古紙パルプと配合され、紙や板紙が生産されます（図 2）。
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製品トラブル
製品に臭いの付着( 異臭 )がおこります。

製品トラブル
製品に汚れや臭いの付着( 異臭 )がおこり
ます。

製品・操業トラブル
製品にチリ( 斑点 )などがあらわれたり、
機械が破損するおそれがあります。
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　古紙回収量が80%に達するようになっても、可燃ごみの中にはまだ製紙原料として利用可能
な紙類が含まれています。こうした紙類を雑がみとして回収することが回収率の向上につなが
ります。

　1991年に再生資源の利用を促進するために「資源有効利用促進法」が制定されました。この法
律は、5年ごとに古紙利用率の目標値を設定し、その目標を達成するよう製紙業界に義務づけて
います（図3）。この目標値を達成するため、古紙回収・製紙業界が努力を続けています。
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